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出部地区人口 2024年 6月30日現在 7,287(186)人  男3,561(71)人 女3,726(115)人 世帯数3,192(157)戸 
       2024年 2月末比        -26(2)人       -14(-1)人     -12(3)人           7(2)戸  ※カッコ内は外国人 

 小泉さんは予選から準決勝まで

トップフィニッシュ、決勝レースで

も第３ストレートで、後ろを追いか

ける選手たちを大きく引き離しゴー

ルしました。 

 初出場となった昨年のグラスゴー

大会でもすべてのレースをトップで

フィニッシュしており、同一世代相

手では負け知らずの強さを誇ってい

ます。小泉さんは「マークされて最

初から飛び出せなかったけど、コー

ス取りがうまくいった」。次の目標

は「世界選手権３連覇」と目を輝か

せています。 

2024年度役員名簿    ２～３面 

緊迫のパットＧゴルフ大会   ７面 

熱唱カラオケカーニバル        12面 

ベルフレンド銀賞      17面 

市ポンプ操法大会Ⅴ     20面 

同
世
代
の
強
豪
を
圧
倒 

米ロックヒル 

 出部小５年小泉千紗さん（10）＝四季が丘＝が５月13日、米ロックヒル

で開かれたＢＭＸ世界選手権の20㌅ガールズ10歳クラスで優勝、昨年の

ガールズ９歳クラスからの連覇を達成しました。 

 

メ
ニ
ュ
ー 
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四季が丘自治連合会 
2024年度役員 

会 長 藤井 零士 

副会長 池田 益之 

書 記 祇園 賢一 

会 計 鳥越 曜啓 

監 査 松村 辰雄 

監 査 清水 幸子 

環境部長 藤尾 宗司 

福祉部長 大野 貴史    

総務部長 野宮 信義 

文化部長 山本 雅之 

体育部長 下平 稔 

出部西部自治連合協議会 
2024年度役員 

会 長 鳥越 晋 

副会長 

(交通部長) 
山川 達也 

副会長 

(防災消防部長) 
谷本 悦久 

副会長 

(防災消防部長) 
石丸 博已 

副会長 

(環境衛生部長) 
山成 益之 

副会長 

(体育部長) 
佐藤 益史 

副会長 

(文化部長) 
川上 和義 

総 務 山成 正一 

会 計 山本 広志 

監 事 立間 知之 

監 事 田中 廣治 

 本年度から出部西部自治連合協議会の会長を務めさせていただきま

す鳥越晋です。西部自治連合協議会には856世帯の加入戸数があり、世

帯数が増加している地区、固定化している地区があります。高齢化、

就労年の延長、少子化など世情により地域活動の今後の在り方を考え

る時期になっているのではないかと思います。自治会員、自治会役員

の皆様方のご意見に耳を傾け地域に適合した協議会でありたいと思い

ます。何卒、ご理解ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 

西部自治連合協議会長 鳥越 晋 

中
部
自
治
連
合
会
２
０
２
４
年
度
役
員 

会 長 大山 和利 

副会長兼文化部長 落合 信文 

副会長 石井 高明 

会 計 鳥越 秀昭 

総 務 三宅 健一郎 

総務副部長 阪田 祥一 

体育部長 常國 嘉明 

体育副部長 山﨑 幸利 

文化副部長 水谷 哲士 

交通部長 田中 弘治  

環境衛生部長 間所 秀之 

環境衛生副部長 伊藤 圭史 

消防防犯部長 宮永 一彦 

福祉部長 河合 和美 

福祉副部長 塚本 道子 

監 事 
三宅 譲 

安井 良美 

2024年度役員 

 出部地区の各種団体・組織の2024年度役員が決まっ

た。４つの自治連合・協議会のうち四季が丘会長に藤

井零士さん、西部は鳥越晋さんがそれぞれ就任した。           

                 （表内は敬称略） 

 この度、四季が丘自治連合会の会長を務めさせていただく藤井零士

です。今まで、恥ずかしながら自治会や地域活動に無関心でした。そ

んな私が自治連合会長など務まるのだろうかと不安ですが、四季が丘

役員の方々、各単位自治会長さんに手助けをしていただきながら、私

なりの会長の職責を果たしていこうと思っています。ご迷惑をおかけ

すると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

四季が丘自治連合会長 藤井 零士 

七日市自治連合協議会 

2024年度役員 

会 長 笹井 洋 

副会長 名合 憲司 

会 計 平井 忍 

笹井 利倫 
監 事 

岡田 光雄 

総務部長 斎藤 和敬 

生涯学習部長 川田 純士 

生活安全部長 下上 豊行 

保健環境部長 田中 文雄 

体育レク部長 藤代 治都 

社会福祉部長 山内 眞智子 

 

新会長の抱負 
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七日市少年団育成会 

2024年度役員 

委員長 藤代 俊昭 

総 務 船倉 怜子 

会 計 妹尾 知恵 

監 査 松岡 美果 

出部公民館運営審議会 
2024年度役員 

委員長 笹井 洋 

副委員長 

藤井 弘美 

佐藤 美保 

大山 和利 

鳥越 晋 

藤井 零士 

い
ず
え
地
区
ま
ち
お
こ
し
協
議
会
２
０
２
４
年
度
役
員 

会 長 佐藤 美保 

副会長 
土井 義宏 

藤代 治都 

事務局長 北田 文江 

会 計 平城智恵子  

監 事 
笹井 利倫 

谷本 博之 

《専門部会》 

いずえ夏フェスタ 

リーダー 
藤代 治都 

Team❤ 

キューピット 

リーダー 

原田 節子 

ショーアップ 

リーダー 
石丸 知美 

防
災 

部会長 土井 義宏 

原田 聡 
副部会長  

斎藤 和敬 

書記 藤井 弘美 

広
報 

部会長 藤井 信也 

副部会長 藤本 敏子 

書記 落合 信文 

2024年度役員（敬称略） 

出部地区社会福祉協議会2024年度役員 

会 長 石﨑 徹 

《 

専 

門 
部 

》 

ご近所  

福祉部長 
三輪 順治 

副会長 

笹井 洋 

大山 和利 生きがい 

健康部長 
三宅 文雄 

鳥越 晋 

藤井 零士 いきいき 

サロン部長 
樋口 直子 

亀山 良子 

藤井 弘美 友愛訪問 

部長 
北村 宗則 

佐藤 美保 

藤井 信也 
児童育成 

活動部長 
徳毛 宜善 上野 安是 

会 計 久安 純志 

事務局長 鳥越 哲史郎 広報部長 藤井 信也 

監事 名合 憲司、石井 高明、谷中 眞次郎 

出部西部少年団育成会 

2024年度役員 

会 長 西 竜孝 

庶 務 永川 俊 

会 計 植野 裕稀 

相談役 山形 立 

監 査  
川合 聖司 

大塚 誠司 

出部中部少年団育成会 

2024年度役員 

会 長 原田 聡  

総 務 上原 茂史 

会 計 水谷 恵美  

１副会長  西田 恵子  

２副会長 三宅 美子 

出
部
公
民
館
管
理
運
営
委
員
会
２
０
２
４
年
度
役
員 

委員長   藤井 信也 

副委員長   
 藤井 弘美、佐藤 美保、笹井  洋、 

 大山 和利、鳥越 晋、藤井 零士 

監 事  藤井 零士、三宅 譲 

○企画推進部 ○文化部 

井上 猛志 北田 文江 部 長 落合 信文 

谷本 博之 平川 玲子 

副部長 

川田 純士 

妹尾 曜子   平城智恵子 山川 達也 

○総務部 山本 雅之 

部 長 斎藤 和敬 ○教養部 

副部長 

三宅 健一郎 部 長 山成 益之 

鳥越  晋 

副部長 

佐藤 元子 

野宮 信義 石井 高明 

○体育部 藤尾 宗司 

部 長 佐藤 益史 ○レクリェーション部 

副部長 

藤代 治都 将棋 鳥越 哲史郎 

常國 嘉明 囲碁 坂本 等 

下平 稔 ソフトボール 鳥越 喜久三 

原田 聡 ゴルフ 三宅 博文 

  茶道 妹尾 曜子 
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自治会だより 

能登半島地震被災地を支援 
中
部 

 中部自治連合会は、出部地区文化祭で能登半島地震被災地への

支援活動を実施しました。会場に募金箱を設置し、協力を呼びか

けました。また、売り上げの一部を義援金とする目的でカップ麺

の販売も行いました。出部地区の皆さまをはじめ、多くの方々の温

かいご支援のおかげで合計5,666円を集めることができました。 

 皆さまからお預かりした善意の寄付金と、連合会からの寄付金

を合わせた総額105,666円を５月23日、義援金として石川県社会

福祉協議会へ送りました。 

仲よし会2024年度活動計画 

月・日 活動内容   備考 

7月18日（木） 絵手紙教室 杉の木公民館 13:30～15:30 

9月19日（木） お茶会とお話 杉の木公民館 13:30～15:30 

10月17日（木） うたごえ広場 杉の木公民館 13:30～15:30 

11月21日（木） 田中美術館見学 杉の木公民館集合 13:30～15:30 

12月19日（木） 作品作り（干支押し絵） 杉の木公民館 13:30～15:30 

1月16日（木） 新年会(食事会) 杉の木公民館 13:30～15:30 

2月20日（木） バルーンアート 杉の木公民館 13:30～15:30 

3月13日（木） 脳の元気力チェック 杉の木公民館 13:30～15:30 

 仲よし会は５月16日、「デイサービスセンター

よつば」から葛原さんと山崎さんを講師に迎え、

薔薇のコサージュ作りを行いました。 

 事前にカットされた赤と緑のフェルトを使い、

皆で楽しく薔薇の形に仕上げました。和気あいあ

いとした雰囲気の中、唯一無二のコサージュが完

成し、皆さんそれを胸に付けて持ち帰りました。 

 ４月18日には、花の香り漂う中で今年度最初の

仲よし会が開催されました。 

 西部いこいの里の田中美鈴施設長をお招きし、

認知症予防・転倒予防の体操を学びました。歌い

ながらリズミカルに体を動かし、笑いを交えて楽

しくリフレッシュしました。健康維持の取り組み

についても話し合い、有意義な時間を過ごしまし

た。最後に田中さんのオカリナ演奏による曲当て

クイズで癒しの時間を楽しみました。  

仲
よ
し
会 

転
倒
予
防
へ
体
操 
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 中部少年団は４月28日、保護者を含め約70人が資源回収

に取り組みました。３時間で段ボール、新聞紙など約15㌧

を回収しました。少年団活動資金に充てます。 

 当日は良い天気で、とても暑い中の作業になりました。

４年生は初めての参加で、上級生や保護者の指導の下、み

んな頑張っていました。疲れた表情もありましたが、笑顔

で作業していました。 

 

おめでとう 

100歳 

佐藤 梅世
うめよ

さん 

大正13年３月13日生 

＝笹賀町 

少年団だより 

最優秀賞（1点）商品券２万円分 

応募者全員に参加賞 

作品募集中 

主催：スマイルいずえ（出部公民館）、出部地区社会福祉協議会 

※2024年１月から12月までに井原市出部地域で撮

影した写真か、出部をテーマにした作品。地区外

からの応募ＯＫ  

※デジタルデータ（jpeg）かプリントアウトした

作品（２Ｌ判～Ａ３判） 

※氏名・連絡先、作品タイトル、撮影日、場所を

明記。1人５点まで（組み写真不可） 

※スマホ・タブレットの写真も可。他コンテスト

との二重応募不可 

※作品の著作権は応募者に帰属しますが、応募時

点で、主催者関連の広報・ポスター・パンフレッ

ト・Webページ等のほか主催者が作成する印刷物

等に、無償で使用することについて同意したもの

とみなします。 作品は返却しません 

応
募
の
注
意 

【送付先】〒715-0021 井原市上出部町1219-2 出部公民館「ふるさと出部発見フォトコンテスト」係  

 メール:izue-km@ibara.ne.jp（メールで応募ＯＫ）【問合せ先】スマイルいずえ tel・Fax:0866-62-3960 

中 部 



6 

川附ふれあいの会 講演会 

 川附ふれあいの会は６月６日

に、認知症予防についての講演会

を川附公民館の２階で開催しまし

た。 

 講師は西部いこいの里の施設長

である田中美鈴さんでした。16人

が参加して、認知症にならないた

めの運動や、日常生活で役立つ知

恵を熱心に学びました。みんな、

とても有意義な時間を過ごしまし

た。 

社協だより 

困り事対応 

支援者集う 

 ボランティアを派遣

し、ワンコインで掃除や

ごみ出しなど家庭の困り

事をお手伝いする「出部

おかげさまセンター」

は、今年で開所９年目を

迎えました。 

 本年度、新たに２人の

ボランティアが加わり、

32人の仲間たちが活動し

ます。４月５日には17人

がスマイルいずえに集ま

り、結束を強めました。 

 支援者の顔合わせでは、昨年度の活動実績を振り返り、本年度の実行計画を練り上げま

した。特に、高齢者の方々のお困り事に対応するため、毎週金曜日の午前10時から正午ま

で、電話での対応を決定しました。 

 皆様の温かいご支援とご協力に心より感謝申し上げます。これからも地域のみなさまに

お役に立てるよう、精進してまいります。一緒に笑顔を広げましょう。 
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Ｇ
ゴ
ル
フ
大
会 

 

社協だより 

 出部地区社会福祉協議会のグラウン

ド・ゴルフ大会が３月16日、四季が丘の

市グラウンド・ゴルフ場で開催されまし

た。最高の天候に恵まれ、25人の参加者

が熱戦を繰り広げました。巧みなショッ

トと緊張感あふれる戦いが、会場を盛り

上げました。 

 スコアの差が僅かで、最終ホールまで

の緊迫した展開。優勝は佐藤紘之さん、

２位は川上省三さん、３位は安井信子さ

んが輝きました。最後のパットが入る瞬

間には、会場から歓声が響き渡りまし

た。 

 熱い戦いは、参加者にとって忘れられ

ない思い出となりました。競技の合間に

は、新たな友情が芽生え、地域の結束も

深まりました。地域の活性化にも一役

買った素晴らしい大会でした。 左から川上さん、佐藤さん、安井さん 

 「民生・児童委員の日」に、出部地区の民生・児童委員14人が出部小学校と

出部幼稚園の校門で登校する子どもたちを見守り、元気にあいさつを交わす活

動を行いました。 

 雨の中、校門に立った委員たちは、登校する子どもたち一人一人に「おはよ

う」と声をかけ、子どもたちも「おはようございます」と元気よく答えていま

した。この光景は、まるで地域全体が一つの家族のようで、温かい雰囲気に包

まれていました。 

 民生・児童委員たちは、「見守りやあいさつ運動を通して、子どもたちにも

私たちの活動について理解が広がればうれしいです」と期待を寄せています。  

出
部
小
校
門
な
ど
で
見
守
り
活
動 
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社協だより 

広報部 

★まちおこし協議会と共同で「広報誌」発行 

年４回(７・９・11・３月)2500部を発行し自治会加入の全戸に配布 

★スマイルいずえ公民館の掲示板を活用した周知活動 

★インスタグラムの頻繁なアップとホームページ更新  

ご近所 

福祉部 

★福祉委員委嘱状・しおりの伝達と基本任務の説明を図る  

★福祉連絡員と地区民生委員との会合により情報の共有化を図る 

★福祉連絡員等に対する4地区毎の勉強会を行う  

いきいき 

サロン部 

★部会を年４回（４・８・11・３月）開催し充実と活性化を図る 

★会員研修…継続実施：西部いこいの里 田中美鈴施設長 

★市社協主催の行事・他地区の行事に参加する 

友愛 

訪問部 

★給食サービスの実施…12・２月の計２回実施…約180食 

★メロン配布（手紙を添えて友愛訪問） 

 77歳以上の一人暮らし、虚弱寝たきりの人…８月上旬、約180人  

★地場ぶどう配布（手紙を添えて友愛訪問） 

 90歳以上の在宅の人…9月上旬、約150人     

★新生児誕生祝…お祝いの品を持って４カ月健診で配布 

★百歳誕生祝…家族が在宅であれば入所でも祝う（６人を予定） 

生きがい 

 健康部 

★グラウンド・ゴルフ大会年2回（10・３月）：10月は３世代交流 

★「健康講座｣（出部地区の開業医による講座）…９月 

★「役員研修｣（井原市包括支援センター紹介による研修 ）…11月 

★「男性料理教室｣（井原市健康医療課に出前講座を予定) …１月 

児童育成 

活動部 

★「出部地区子ども見守り隊」を継続実施 

★青少年を育てる会の活動を支援（手伝い・参加） 

★青色防犯パトロールへの参加協力 

★「こいの川学級」「おひさまクラブ」の支援 

共通 

★「敬老会」の開催（出部つなぐ会に協力参加）…時期未定 

★役員（副会長）会…４月20日・11月中旬・３月中旬頃 他適時に 

★出部地区社協総会…５月11日 

★専門部会…適時 

出
部
社
協
２
０
２
４
年
度
活
動
計
画 

 

  ①広報部：出部社協の事業や活動の周知を図り、福祉への理解を深めてもらう  

  ②ご近所福祉部：「互近助カ(ごきんじょりょく)の強化」(見守り活動の充実)  

  ③いきいきサロン部：各サロン活動の充実・活性化 

  ④友愛訪問部：増え続ける独居老人へのふれあい活動 

  ⑤生きがい健康部：交流を通じて、より多くの仲間をつくる 

  ⑥児童育成活動部：子どもたちとのふれあい、登下校時の見守り活動 

出部社協2024年度活動目標 
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《栄養教室年間計画》 

井原市が開催する栄養教室の伝達講習をし

ます。レシピを回覧しますのでご家庭でも

作ってみて下さい。 

◎８月24日(土) 9:30〜 

開講式 

運動実技「簡単体操で、エコノミー症候

群を予防しよう」 

調理実習「パッククッキング」 

◎10月12日(土) 9:30〜 

運動実技「日常に取り入れやすい運動を

続けよう」 

調理実習「元気に食べてフレイル予防」 

◎2月23日(日) 10:00〜 

閉講式・レクリェーション 

※年間計画は、今後の状況に応じて変更に

なる可能性があります。 

つなぐ会だより（表内は敬称略） 

2024年度出部地区愛育委員 

 

愛
育
委
員
は
健
康
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
市
健
康
医
療
課

行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
地
区
の
愛
育
委
員

に
気
軽
に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。 

本
部
役
員 

会 長 藤井 弘美 

副会長 友國 敦子 

副会長           
妹尾 曜子 

(愛育委員長） 

副会長 橋本 恵 

書 記 奥原 宏美 

会 計 谷本 朝惠 

愛育委員書記 池田 美紀 

愛育委員会計 平井 亜子 

  吉原 芳子 

 小出 敏弘 

支
部
役
員 

七日市 佐藤 元子 

上出部 大山 和利 

四季が丘 津組 薫 

下出部 渡辺 栄子 

川附 高橋 つね子 

笹賀下 岡 富子 

家後屋 碇本 雅子 

地区 自治会名 氏  名 

七
日
市 

本部 ６−１      池田 美紀 

本部 南町123     平井 亜子 

南町1.2.3 佐藤 元子 

1-南 中山 奈緒子 

5-西 三宅 玉恵 

3-1 田中 千津子 

6-２ 樋口 直子 

南町５−東 安藤 光佐子 

上
出
部 

本部 原    吉原 芳子 

本部 上町３    小出 敏弘 

本部 杉ノ木西    橋本  恵 

市松西 大山 和利 

杉の木東1 細谷 美香 

福原西 森下 彰巴 

下町2 河野 たか子 

中町 安井 育子 

前的場西 出原 利江 

松の木1 浅野 美子 

後的場2 井上 和是 

共栄 細川 宗和 

四
季
が
丘 

本部 四季が丘 妹尾 曜子 

四季が丘 津組 薫 

四季が丘 松村 辰雄 

四季が丘 清水 幸子 

本部 ６組   藤井 弘美 

下
出
部 

  

本部 １組    奥原 宏美 

本部 ８組    友國 敦子 

1組 山崎 孝美 

1-3組 山口 信夫 

2-1組 吉武 芳江 

2-2組 長坂 末子 

2-3組 中村 美果 

7組 岡本 米子 

8-3組 渡辺 栄子 

8-4組 山本 真由美 

10-1組 河上 結香 

川
附 

川附南1 北田 文江 

川附南2 出原 純子 

川附南2 高橋 つね子 

笹
賀 

下 

本部 銅西１    谷本 朝惠 

笹賀下 岡 富子 

笹賀下 谷本 祐子 

家
後 

屋 

家後屋中組 碇本 雅子 

家後屋中組 藤井 恵子 

 笹賀上 女性部： 鳥越和子  妹尾早苗 



消防団だより 
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（20面に関連記事） 

 出部分団の歴史ある指導の

もと、チーム一丸となって訓

練に励んだ成果が優勝につな

がりました。操法活動を通し

て消火活動の型を学び、町へ

の貢献となり、仲間との青年

同志の結束が地域の財産とな

りました。  

 受け継がれてきた出部分

団の歴史と技術が大きな力

になりました。最高の成績

を収められることができて

嬉しく思います。 

 初めて参加した井原市操法訓

練大会で、小型ポンプ部門の優

勝は私の消防活動で最大の経験

となりました。この貴重な経験

を今後の火災現場での消火活動

に活かし、迅速かつ安全に努め

てまいります。 

 未曾有災害を前に、迅速・

確実・安全な機械器具操作を

競う大会で優勝旗を手にでき

たこと、消防団員冥利に尽き

ます。出部の安全安心のた

め、千載一遇の好機、志高

く、県大会優勝と全国制覇を

狙います。 

３
番
員 

木
山
貴
之 

２番員 岡藤克則 

指
揮 

千
々
木
隆
造 

市
消
防
操
法
訓
練
大
会
Ｖ 

精
鋭
た
ち
の
喜
び 

１
番
員 

芥
川
博
紀 

 井原市操法訓練大会におい

て、優勝という成果を収める

ことができ、大変嬉しく思い

ます。訓練で学んだことを活

かし、迅速な消火活動に努め

てまいります。今後も消防団

活動にご協力のほどよろしく

お願いします。  

夜間練習 

11 

補
助
員 

笹
井
智
史 

勝利のパフォーマンス 

（３月17日、リフレッシュ公園） 
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まち協だより 

 参加者たちは、ゲーム機のカラオケを使用し、採点による得点

が大画面に表示されるたびに、観客からは大きな拍手と歓声が上

がりました。「ブルーウォーター」を歌い上げた橋本直子さんが

その見事なパフォーマンスで優勝を飾りました。２位には山本和

子さんが、３位には橋本和博さんがそれぞれ輝きました。参加者

たちは一人ひとり全力で歌いきり、ホールには素晴らしい歌声が

響き渡り、音楽の力を改めて感じさせられる瞬間が続きました。 

 観客の皆さんも、熱唱する参加者たちの姿に大いに感動し、会

場全体が温かい雰囲気に包まれました。歌い終えた後の参加者た

ちは、すがすがしい笑顔で達成感に満ち溢れていました。その笑

顔からは、カラオケカーニバルに向けての努力と情熱が伝わり、

見守っていた観客たちの心にも深い感動を与えました。 

 カラオケを通じて心を一つにする素晴らしい一日となりまし

た。参加者同士や観客との絆も深まり、笑顔と歌声があふれる特

別な時間を共有することができました。音楽の力で心をつなぐこ

のカラオケカーニバルは、参加者全員にとって忘れられない思い

出となったことでしょう。 

 私は福岡県の炭鉱の町で生まれ、物心つく頃に炭鉱が閉山し、鉄道も廃

線となり、急激な地域衰退を目の当たりにしました。それでも生まれ故郷

は大切で、帰省するとホッとします。その後、学び、働き、家族との思い

出をたくさんつくった広島は、第二の故郷です。そして今、出部は私の第

三の故郷となりました。温かな笑顔溢れる故郷づくりをモットーに、まちお

こし協議会の活動推進に尽力いたします。どうぞよろしくお願いいたします。   

笑顔あふれる出部づくり 

 

カラオケカーニバル 

 アフタヌーンライブとして

カラオケカーニバルが５月17

日、スマイルいずえで盛大に

開催されました。地区内外か

ら集まった19人の参加者たち

が、それぞれの自慢の歌声を

力いっぱい披露し、会場は大

いに盛り上がりました。 

橋
本
直
子
さ
ん
Ｖ 

山
本
和
子
さ
ん
２
位 

橋
本
和
博
さ
ん
３
位 

2024年4月着任しました 

地域おこし協力隊員 平城 智恵子 
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まち協だより 

 ソプラノの石丸明日美さん（東京

音楽大学大学院音楽研究科在籍）と

ピアノの川相麻理さん（井原町在住 

ピアノ講師）が３月29日、童謡・唱

歌・日本歌曲を披露。石丸さんの歌

声は、まるで春風が心地よく吹き抜

けるようでした。彼女の歌声は、聴

衆に春の訪れを感じさせる響きをも

たらしました。ピアノの川相さんの

繊細なタッチは、歌声と調和し、美

しいメロディを奏でました。 

 「春の小川」などを聴衆と一緒に

合唱。会場全体が一体となり、まる

で自然の中で歌っているかのような

雰囲気が漂いました。そこには、春の

清らかな空気と共に、人々の心が満た

されていく様子が感じられました。 

声楽コンサート  スマイルいずえ２階の多目的ホール

で開催されたアフタヌーンライブ「声

楽コンサート HARUKAZE（春風）」は、

心に染みる素晴らしいイベントでし

た。 

 アフタヌーンライブ「ビートの鼓動 パーカッショ

ン饗宴」が６月28日、スマイルいずえで開催されまし

た。広島を中心に活動する宮本香緒理さんと、ベーシ

ストの梶山シュウさんが共演し、昭和歌謡やシャンソン

など素晴らしいライブパフォーマンスを披露しました。 

 ライブでは、宮本さんはパーカッションで独特の

ビートを刻み、観客を魅了しました。彼女の手から生

まれる音の多彩さと、そのリズムの複雑さで、観客は

その技術に引き込まれ、まるで音楽の旅に出たかのよ

うな感覚を味わいました。 

 梶山シュウさんのベースもライブに色彩を加えまし

た。「港の見える丘」や「さらば恋人」などを歌いな

がらベースやギターをプレー。時に激しく、時に優雅

で、まるで語りかけるような音色を奏でました。彼の

ベースラインは、宮本さんのリズムに絶妙にマッチ

し、２人の演奏が一体となって会場を盛り上げました。 

 特に、即興演奏のセッションでは、２人の息の合っ

たパフォーマンスが見どころとなり、観客から大きな

拍手が送られました。 

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
饗
宴 

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ラ
イ
ブ 
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まち協だより 

 スマイルいずえといずえ地区まちおこし協議会のTeam❤

キューピット主催の「めぐり逢いパーティー」が３月20日、矢

掛町の水車の里フルーツトピアで開催されました。寒の戻りに

よる雨、雪、強風にもかかわらず、多くの参加者が集まりまし

た。ピザ焼き体験やいちご狩りを楽しむ中で、参加者たちは新

たな出会いと温かい交流を楽しみました。 

 イベントにはさまざまなアクティビティが用意さ

れ、特にピザ焼き体験は大好評でした。自分たちで

生地を伸ばし、好きな具材をトッピングして焼き上

げる過程は、初対面の参加者同士の会話のきっかけ

となり、自然と打ち解ける雰囲気を作り出しまし

た。また、いちご狩りでは真っ赤に熟したいちごを

摘み取り、その場で味わう楽しさを共有すること

で、さらなる親密さが生まれました。 

 めぐり逢いパーティーは、ただの出会いの場では

なく、共に過ごす時間の中で心温まる交流が生まれ

るイベントでした。 

 
 

 

スマイルいずえ 

      出部公民館 

izuekm 
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スマイルいずえだより 

 スマイルいずえゴルフ部では、第25回ゴルフコンペを３月６日に井原ゴルフ

倶楽部で開催いたしました。心配した天気は、開催日の前日が雨でしたが当日

は雨も上がり、39人の参加を頂いて無事コンペを開催することができました。 

 いつもの様に集合写真を撮りいよいよコンペのスタートです。今回のコンペ

では、ドライビングコンテストを２ホール設けました。それぞれの条件に合っ

たティーマーカーから、磨きをかけた豪快なショットをしていただけたのでは

ないでしょうか。 

 コンペ終了後は、レストランのドリンクサービスで喉を潤しながら、成績発

表です。優勝土田勝士さん、準優勝川上勝さん、３位池田浩子さんでした。そ

の他の各賞の発表では、一喜一憂しながら皆さん楽しまれました。ゴルフを通

じて、親睦が深まるよう、今後ともよろしくお願いいたします。  

公
民
館
杯
コ
ン
ペ 

土
田
さ
ん
Ｖ 

川
上
さ
ん
２
位 

池
田
さ
ん
３
位 

�

土
田
勝
士
さ
ん 

池田浩子さん 川上勝さん 
▼
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スマイルいずえだより 

 ６月１日に、スマイルいずえといずえ地区まちおこし協議会

の出部歴史研究会が協力して「出部を写そう・出部を知ろうふ

るさとウォーク」を開催しました。今回は、下出部地区を巡り

ながら地域の歴史や名所を学ぶことが目的です。 

 快晴のもと、午前９時にスマイルいずえに26

人が元気に集まりました。まずは一里塚跡や

「出雲大社」の鳥居も建立されている下出部八

幡神社など、歴史的な場所を見学しながら、ガ

イドの市文化財保護審議委員を務める吉澤泰夫

さんからわかりやすい説明を聞きました。その

後、旧山陽道の大曲跡にある福山藩主水野勝成

の逸話が残る「でんぐら堂」まで歩きました。 

 途中、井原鉄道の高架下で井笠鉄道の廃線遺

構を発見しました。この遺構は、かつて使われ

ていた鉄道のレールが狭いことで有名です。参

加者たちは、地元の歴史に触れながら、楽しい

ひとときを過ごしました。 

 午前11時すぎには、再びスマイルいずえに戻

り、皆さんの背中には少し汗がにじんでいまし

たが、６月の風がとても心地よく感じられまし

た。次回のふるさとウォークは、秋に上出部地

区を巡る予定です。参加者は今から楽しみにし

ています。  

 

いずえ地区 

 まちおこし協議会の 

    ホームページ 

  

http://www.ibara.ne.jp/~izue-km/machi/ 

スマイルいずえ 

 出部公民館の 

インスタグラム 

izuekm 

ふるさとウォーク 下出部編 
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スマイルいずえだより 

 ９年前、ベルの音色に魅せられ

た７人で始めたベルフレンド。現

在は12人になりました。 

 昨年、地域のカフェイベントで

クリスマスコンサートを開きまし

た。その際に演奏した中の一曲

「アメイジング・グレイス」を

「第32回ミュージックベル合奏コ

ンテスト・シルバー部門」へ応募

したところ、なんと銀賞という素

晴らしい結果をいただくことがで

きました。 

 講評では「ミュージックベルの

特性を生かした演奏や雰囲気作り

に統一感があり、今後ますますレ

ベルアップした演奏へと進まれる

ことと期待しています」といった

励ましの言葉もいただきました。 

 演奏が評価され、期待されると

いうことは大変光栄なことであ

り、今後の活動の大きな励みとな

ります。私たちも年齢は重ねます

が、いつも前向きに、和気あいあ

いとベルを楽しんでいきたいと

思っています。 

夏季囲碁・将棋大会ご案内                                

スマイルいずえ出部公民館主催、 

   中国新聞備後本社後援   

囲碁大会８月25日（日） 

午後１時から競技開始、受付は午後０時半から     

 会場：スマイルいずえ出部公民館 

 競技：参加者の段級によりＡ級（２段以上）・   

    Ｂ級（初段以下）で競技 

 会費：500円、小中高生は無料   

 問い合わせ：坂本 等さん☎62-2496 

     スマイルいずえ出部公民館☎62-3960 

 

将棋大会８月18日（日） 

午後１時から競技開始、受付は午後０時半から 

 会場：スマイルいずえ出部公民館 

 競技：過去の成績によりＡ・Ｂ２級で競技 

    Ｃ級（子ども将棋） 

 会費：500円、小中高生は無料 

 問い合わせ：鳥越哲史郎さん☎63-0759        

     スマイルいずえ出部公民館☎62-3960 

 

《申し込み》＝囲碁・将棋共通 

 往復はがきで開催案内を送りますので、返信で

出欠をお知らせください。初めての方も奮ってご

参加をお願いします。 

 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル 

 
 

合
奏
コ
ン
テ
ス
ト 
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施設紹介 

就労継続支援B型事業所 

所在地：井原市高屋町3丁目3-1 

電話番号：0866-84-0881 

E-mail：kokokara_ibara2022@yahoo.co.jp 

HP：https://kokokara-ibara2022.amebaownd.com 

インスタグラム：https://www.instagram.com/kokokara.0501 

作業：糸つみ 

インスタグラム ホームページ 

就労継続支援Ｂ型事業所 わーくここからでは、障害のある方に対し就労の機会や生

産活動等の機会の提供、知識および能力向上のために必要な訓練を提供する障害福祉

サービスを行っています。仕事やレクレーションを通して、コミュニケーション能力・

作業能力・生活リズムの構築・アンガーマネージメント・継続する力・集中力などの向

上を目指し本人と一緒に目標を立ててその目標が達成できるように支援を行います。 

私たちは仕事を通してみんなで一緒に成長できる環境を作り、地域共生社会の実現を

目指しています。 

障害のある方の小さな一歩を応援しています！ 

作業：そうめん 作業：部品の組立 

作業：畑 作業：にんじん袋詰め 作業：ごぼう茶作り 

自社製品 レクリエーション レクリエーション 

mailto:kokokara_ibara2022@yahoo.co.jp
https://kokokara-ibara2022.amebaownd.com
https://www.instagram.com/kokokara.0501
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中塚 丈侍
じょうじ

さん（2014年４月21日） 

    男の子＝下出部町 

 
◎満中陰志 

《七日市自治連合会》 

  笹井 利倫 （亡母） 

女の子＝上出部町 

佐
藤 

凪
紗

な
ぎ
さ

ち
ゃ
ん 

佐
藤 

有
里
紗

あ
り
さ

ち
ゃ
ん 

石
原 

良
祐

り
ょ
う
す
け

さ
ん 

 

（
２
０
１
６
年
10
月
12
日
） 

 
 
 
 
 

男
の
子
＝
下
出
部
町 

（
２
０
１
９
年
１
月
23
日
） 

（
２
０
２
１
年
12
月
17
日
） 

西
川 

結
莉

ゆ

う

り

さ
ん 

 

（
２
０
１
６
年
２
月
23
日
） 

 
 
 
 

女
の
子
＝
下
出
部
町 

西
川 

詩
桜

し

お

さ
ん 

 

（
２
０
１
４
年
４
月
３
日
） 
 
 
 
 

女
の
子
＝
下
出
部
町 

森
下 

大
和

や

ま

と

さ
ん 

 
（
２
０
１
５
年
１
月
８
日
） 

 
 
 
 

男
の
子
＝
七
日
市
町 

（敬称略） 

《出部地区社協》 

  平川 栄太郎（亡父） 

 阪田 宗道 （亡母） 
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３

月
17日

に
第

46
回
井

原
市
消

防
操
法
訓

練
大

会
が

大
江

町
の
井

原
リ

フ
レ

ッ
シ
ュ

公
園
多

目
的

広
場

で
開
催

さ
れ

、
出

部
分

団
が

小
型
ポ

ン
プ

操
法

の
部

で
初

優
勝

を
飾

り
、

県
大

会
へ

の
出

場
権

を
勝

ち
取

り
ま

し

た
。

出
部

分
団

は
２

月
初
旬

か
ら
、

優
勝
を

目
標

に
一

致
団

結
し
、
練

習

に
汗

を
流

し
て

き
ま

し
た

。
先

輩
た

ち
が

築
い

た
歴

史
と

伝
統

に
恥

じ
ぬ

操
法

技
術

を
披

露
し

、
15

分
団
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
10・

11面
に
写
真
特
集
）

 

市
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部

 

岡
山
県
大
会
に
出
場

 
 

出
部

分
団

は
7
月

7
日
、
岡

山
県

消
防

学
校
（
岡

山
市
）

で
の

県
大

会
に

出
場
。

大
会

に
は

地
区

予

選
を

勝
ち

抜
い

た
2
0
チ

ー
ム

が
参

戦
し

ま
す
。
防

火
水

槽
か

ら
吸

水
し
、

素
早

く
連

結
さ

せ
た

ホ
ー

ス
の

先
か

ら
10

メ
ー

ト
ル

離
れ

た
的

を
目

掛
け

て

放
水
。

的
が

倒
れ

る
ま

で
の

タ
イ

ム
や

動
作

の
正

確
性

、
安

全
性

を
競

い
合

い
ま

す
。
 

 
今

回
の

出
部

分
団

の
市

大
会

優
勝

は
、

日
々

の

厳
し

い
訓

練
の

成
果

が
実

を
結

ん
だ

も
の

で
す
。

彼
ら

の
活

躍
は

地
域

住
民

に
安

心
感

を
与

え
、

消

防
団

員
と

し
て

の
誇

り
を

再
確

認
さ

せ
る

も
の

で

し
た
。
 

 
県

大
会

で
使

用
す

る
ホ

ー
ス

な
ど

の
装

備
品

は
、
自

治
連

合
会

な
ど

の
寄

付
で

購
入

さ
れ

ま
し

た
。
地

域
全

体
が

出
部

分
団

の
県

大
会

出
場

を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
支
援
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
 

 
今

後
も

出
部

分
団

は
、
更

な
る

技
術

向
上

と
地

域
防

災
へ

の
貢

献
を

目
指

し
、

努
力

を
続

け
て

い

く
こ

と
で

し
ょ

う
。
今

回
の

優
勝

を
機

に
、
さ

ら

に
多

く
の

若
い

団
員

が
育

ち
、

地
域

の
防

災
力

が

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 


